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	開催日時：平成２１年１１月１１日（水）　１８：００～２１：００
場　　所：大阪府庁新別館北館４階　多目的ホール
出席委員：池淵委員長,井野瀬委員，佐橋委員,中川委員，久委員，弘本委員,堀野委員
１．議　題

(1) 前回議事概要確認

(2) 神崎川ブロックの整備計画について
２．概　要
○前回議事概要確認
· 神崎川ブロックの整備計画について
～水道事業者の利水撤退に伴う計画変更の必要性検証について～
 
· 神崎川ブロックの整備計画について
～水道事業者の利水撤退に伴う影響のダム規模による比較～
 
（委　員）「環境への影響」と「2年間の効果発現の遅れ」の2点が論点と思う。自然環境への影響について、具体案を示した上で比較すべき。

（委　員）費用便益の比較において、環境に及ぼす影響や、治水対策の遅れも考慮して比較すべき。
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	（委　員）2年の遅れに対する事務局の考えを明確に示すべき。

（委　員）里山的環境の回復について検討すべき。

（委　員）ダム規模変更に伴い発生する2年の修正設計期間は妥当か。

（委　員）両案の選択は大阪府が責任を持って決定すべき。

· 神崎川ブロック河川整備計画について
～水道容量の活用方策の検討～

（委　員）ダム高を変更せず、洪水はけ口を変更した案も検討すべき。




（まとめ）水道事業者が安威川ダムより利水撤退することに伴い、神崎川ブロックにおける治水計画等の変更が必要かどうかを検証した結果について説明した。


その結果、治水計画と不特定利水の考え方を変更する必要はないことを委員会として確認した。


今後、現計画の治水計画と不特定利水の考え方を前提に審議を進めることとなった。








（まとめ）前回委員会議事概要（案）について確認を行い、委員会の了解を得た。





（まとめ）安威川ダムにおける水道容量の活用方策について説明を行った。委員会での意見を今後の参考とすることになった。











（まとめ）利水撤退に伴いダム規模を現状維持して進める案と縮小する案について比較した結果を説明した。


今後、各委員から出た意見をダム規模決定の参考とするとともに、自然環境への具体的影響を再度説明することとなった。
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